
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 平成２８年度団体表彰エントリー 

※ 写真等を用いてわかりやすく記載してください。 

所属学校名 大阪教育大学附属幼稚園 

ＰＴＡ名称 大阪教育大学附属幼稚園ＰＴＡ 会長名 大川 仁美 

事例名称 子どもたち・幼稚園・保護者の三輪の思いをつなぐ、木の家（遊具）の建て替えプロジェクト 

（活動内容） 

 本園は 124年の歴史があり、古いものも大切にしていく気持ちや保護者による手作りの温もりを大

事にしております。そしてまた、子どもたち・幼稚園・保護者の三者が歩調を合わせ、前へ前へと進

んできました。 

 その長い歴史のなかで、園庭の木の家の老朽化が近年課題としてありました。 

 今までの保護者や子どもたちの思いを受け継ぎつつ、現在幼稚園に通う保護者が一丸となって、現

在そして未来の子どもたちのことを想い、木の家を制作しようと試みることにしました。 

 簡単に物が手に入る現代でありますが、先生方・保護者で意見を交わし、力を合わせていくことで

ゼロから取り組む姿勢を、また、子どもたちに床板のくぎ打ち作業をさせてあげることで作り上げる

喜びを、そして愛着を感じ、物を大切にする心を、子どもたち・先生方・保護者が共に感じられる取

り組みとなりました。 

（活動の目的） 

１）木の家の遊具を老朽化での撤去に止まらず、これからも幼稚園と共に歴史を重ねられるよう、

子どもたち・先生方・保護者の総力で建て替えること。  

２）ゼロから皆で意見を交わし、準備を重ね、子どもたちも制作に携わることで、子どもの成長過

程において、力を合わせることの大切さや素晴らしさ、物を大切にしていく心を育むこと。 

（活動の過程） 

① 一学期・・・建築に詳しい方を募集。保護者の牽引役も担っていただけるよう話を進めました。 

② 9 月土曜・・・デザインや設計の意見交換会を開催。子どもの保育に適したデザイン・木の素材

色合い・大きさ・強度・耐久性を話し合いました。 

③ 11 月祝日・・・デザイン発表と日程別の作業工程の説明・作業リーダー決め等最終打ち合わせを

行いました。 

④ 11 月中・・・デザイン決定と共に園内にポスターを掲示し、子どもたちも興味がわいてくれるよ

うな工夫を試みました。また、時程・作業工程を貼りだし、保護者が参加しやすいように配慮

しました。 

⑤ 12 月 3 日、10 日土曜・・・基礎工程。土を掘り、砂利を敷き、ワイヤーを入れた後、コンクリ

ートで固めました。強度を強めるため、ブロックを組み込み、基礎固めをしました。 

⑥ 12 月 17 日土曜・・・材木の塗装、床枠、柱、屋根枠の組み立て作業を行いました。園内行事も

ありましたが、行事の合間にも先生方・保護者が総出で作業に携わりました。 

⑦ 12 月 24 日土曜・・・壁面、屋根のくぎ打ちを行いました。壁面は細かく電動の工具では作業で

きないため、丁寧に手作業でくぎを打っていきました。 

⑧ １月・・・完成においては、保護者が見守る中、子どもたちに床板のくぎ打ち作業をしてもらい

ました。金づちとくぎを握りしめ、一人一人が心を込めて工程に関わってくれました。 

  そして、『過去・現在・未来の子どもたち・幼稚園・保護者の三輪の思いをつなぐ木の家の建て替

えプロジェクト』を皆の力で無事、完遂させることができました。                
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